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資
料２

０
１
３
年
４
月　
サ
ム
エ
ル
記
下

（
主
と
し
て
、『
口
語　
旧
約
聖
書
略
解
』
に
よ
る
）

２
０
１
３
年
４
月
14
日
（
東
京
新
宿
）

【
そ
の
1　
登
場
人
物
の
解
説
】

ヘ
ブ
ロ
ン
で
生
ま
れ
た
ダ
ビ
デ
の
男
の
子
（
3
・
2
～
5
）

ア
ム
ノ
ン	

母
は
エ
ズ
レ
ル
の
女
ア
ヒ
ア
ノ
ム

キ
レ
ア
ブ	

母
は
、
ナ
バ
ル
の
妻
で
あ
っ
た
ア
ビ
ガ
イ
ル

ア
ブ
サ
ロ
ム	

母
は
ゲ
シ
ュ
ル
王
タ
ル
マ
イ
の
娘
マ
ア
カ

ア
ド
ニ
ヤ	

母
は
ハ
ギ
テ　
ソ
ロ
モ
ン
と
王
位
を
争
う
（
列
王
上
1
・
5
～
）

シ
バ
テ
ヤ	

母
は
ア
ビ
タ
ル

イ
テ
レ
ム	

母
は
エ
グ
ラ

ダ
ビ
デ
は
ヘ
ブ
ロ
ン
で
7
年
6
か
月
王
位
に
あ
り
、
後
、
エ
ル
サ
レ
ム
で
33
年
間
王
位
に
あ
っ
た
。

エ
ル
サ
レ
ム
で
ダ
ビ
デ
に
生
ま
れ
た
子
ら
は
、
バ
テ
シ
バ
と
の
間
に
、
シ
メ
ア
、
シ
ョ
バ
ブ
、
ナ
タ
ン
、

ソ
ロ
モ
ン
の
4
人
、
他
に
9
人
、
更
に
そ
ば
め
の
生
ん
だ
子
ら
も
い
た
（
歴
代
上
3
・
5
～
9
）。

ゼ
ル
ヤ		

ダ
ビ
デ
の
異
母
姉　
そ
の
子
が
、
ヨ
ア
ブ
、
ア
ビ
シ
ャ
イ
、
ア
サ
ヘ
ル
（
俊
足

ラ
ン
ナ
ー
）。
ヨ
ア
ブ
は
ダ
ビ
デ
の
軍
の
長
。
ア
ン
モ
ン
と
の
戦
い
の
前
線
で
指
揮
を
執
る
。
部

下
の
ウ
リ
ヤ
が
最
前
線
で
戦
死
（
11
章
）。
ア
ム
ノ
ン
を
打
っ
た
ア
ブ
サ
ロ
ム
を
呼
び
戻
す
こ
と

を
ダ
ビ
デ
に
促
す
（
14
章
）。

ア
ブ
ネ
ル	

ネ
ル
の
子
。
サ
ウ
ル
の
軍
の
長
。
イ
シ
ボ
セ
テ
を
擁
立
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

王
と
す
る
。
ア
サ
ヘ
ル
（
ヨ
ア
ブ
の
弟
）
を
殺
し
た
の
で
、
ヨ
ア
ブ
が
復
讐
す
る
（
3
・
26
～
30
）。

イ
シ
ボ
セ
テ	

サ
ウ
ル
の
子
。
略
奪
隊
長
レ
カ
ブ
と
バ
ン
ナ
に
殺
さ
れ
る
。
こ
の
二
人
を
ダ

ビ
デ
は
殺
す
。

メ
ピ
ボ
セ
テ	

サ
ウ
ル
の
子
ヨ
ナ
タ
ン
の
子
で
地
の
転
落
し
た
際
、
足
を
痛
め
、
足
な
え
と

な
る
。
後
、
ダ
ビ
デ
の
厚
遇
を
受
け
る
（
9
章
）。

ミ
カ
ル		

サ
ウ
ル
の
娘
。
ダ
ビ
デ
の
妻
と
な
る
も
、
気
ぐ
ら
い
高
く
、「
神
の
箱
」
の
前

で
踊
り
狂
態
を
露
呈
し
た
ダ
ビ
デ
を
蔑
む
（
6
・
12
～
23
）。

ナ
タ
ン		

神
の
預
言
者　

①
神
殿
建
築
に
関
し
、
神
の
言
を
受
け
て
ダ
ビ
デ
に
伝
え
る

（
7
章
）。
②
ウ
リ
ヤ
の
妻
の
こ
と
で
ダ
ビ
デ
を
譴
責
す
る
（
12
章
）。

ヂ
バ		



サ
ウ
ル
の
僕
で
ヨ
ナ
タ
ン
の
子
メ
ピ
ボ
セ
テ
に
仕
え
る
（
9
章
）。

バ
テ
シ
バ	

エ
リ
ア
ム
の
娘
。
ヘ
テ
び
と
ウ
リ
ヤ
の
妻
。
ウ
リ
ヤ
の
死
後
、
ダ
ビ
デ
の
妻
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と
な
る
。

ア
ブ
サ
ロ
ム	

ダ
ビ
デ
の
第
３
子
、
後
、
ダ
ビ
デ
と
対
立
（
14
章
以
下
の
主
役
）。
兄
ア
ム
ノ
ン

が
異
母
妹
タ
マ
ル
を
辱
め
た
の
で
、タ
マ
ル
は
兄
の
ア
ブ
サ
ロ
ム
の
家
で
寂
し
く
過
ご
す（
13
章
）。

ア
ブ
サ
ロ
ム
は
ア
ム
ノ
ン
を
憎
み
、
若
者
に
命
じ
て
ア
ム
ノ
ン
を
殺
害
し
、
タ
ル
マ
イ
（
母
方
の

祖
父
で
ゲ
シ
ュ
ル
の
王
）
の
下
に
逃
れ
る
（
13
章
）。

ア
ヒ
ト
ペ
ル	
バ
テ
シ
バ
の
祖
父
。
ダ
ビ
デ
の
議
官
と
し
て
、
そ
の
忠
信
は
重
ん
じ
ら
れ
て

い
た
（
15
・
12
、
16
・
23
、
歴
代
上
27
・
33
）。
後
、
ア
ブ
サ
ロ
ム
の
反
逆
に
加
わ
っ
た
が
、
そ
の

進
言
が
取
り
上
げ
ら
れ
ず
、
失
敗
を
予
見
し
て
自
殺
し
た
（
17
・
1
～
23
）。

ホ
シ
ャ
イ	

ダ
ビ
デ
の
友
（
15
・
37
）。

サ
ム
エ
ル
記
下　
資
料
【
そ
の
2
】

5
章
以
下
の
概
要

《
Ⅰ
》　
5
・
1
～
8
・
18　
ダ
ビ
デ
、
全
イ
ス
ラ
エ
ル
の
王
と
な
る
。

ダ
ビ
デ
は
エ
ル
サ
レ
ム
を
攻
略
し
、
こ
こ
を
都
と
し
た
（
5
章
）。
ペ
リ
シ
テ
人
と
の
戦
い
に
勝
利
し
、

次
に
彼
は
首
都
を
宗
教
的
礼
拝
の
中
心
と
す
る
目
的
で
、
神
の
箱
を
キ
リ
ア
テ
・
ヤ
リ
ム
か
ら
ダ
ビ
デ
の

町
に
移
そ
う
と
し
た
が
、
ウ
ザ
が
神
の
怒
り
に
触
れ
た
行
為
を
し
た
の
で
、
オ
べ
デ
・
エ
ド
ム
の
家
に
留

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
３
か
月
後
、
無
事
に
エ
ル
サ
レ
ム
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
ダ
ビ
デ
は
歓
喜
し
、

宗
教
的
熱
情
が
激
発
し
、
狂
態
を
演
じ
た
の
で
、
妻
ミ
カ
ル
は
ダ
ビ
デ
を
罵
っ
た
（
6
章
）。

ダ
ビ
デ
は
主
の
た
め
に
神
殿
を
建
立
し
よ
う
と
計
画
し
た
が
禁
じ
ら
れ
た
（
7
章
）。
8
章
は
、
ダ
ビ
デ

の
関
係
し
た
種
々
の
戦
争
の
略
記
。
歴
代
上
18
章
と
重
複
。

《
Ⅱ
》　
9
・
1
～
20
・
26　
ダ
ビ
デ
王
の
宮
廷
史　

こ
の
部
分
に
は
ダ
ビ
デ
が
エ
ル
サ
レ
ム
で
王
位
を
確
立
し
た
時
か
ら
彼
の
生
涯
の
終
わ
り
に
近
い
頃
ま

で
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ダ
ビ
デ
と
メ
ピ
ボ
セ
テ		

9
・
1
～
13

ア
ン
モ
ン
戦
争
と
バ
テ
シ
バ
事
件　
10･

1
～
19

ダ
ビ
デ
と
バ
テ
シ
バ		



11
・
2
～
27

ナ
タ
ン
の
譴
責			




12
・
1
～
25

ア
ム
ノ
ン
と
ア
ブ
サ
ロ
ム	

13
・
1
～
14
・
33

ア
ム
ノ
ン
と
タ
マ
ル		



13
・
1
～
22

ア
ブ
サ
ロ
ム
の
復
讐		



13
・
23
～
29

ア
ブ
サ
ロ
ム
の
逃
走		



13
・
30
～
39

ア
ブ
サ
ロ
ム
の
復
帰		



14
・
1
～
33

ア
ブ
サ
ロ
ム
の
謀
反		



15
・
1
～
19
・
43
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ア
ブ
サ
ロ
ム
、
民
心
を
つ
か
む	

15
・
1
～
6

ア
ブ
サ
ロ
ム
の
陰
謀		



15
・
7
～
12

ダ
ビ
デ
、
エ
ル
サ
レ
ム
か
ら
逃
げ
る　
15
・
13
～
18

イ
ッ
タ
イ
の
誠
実		



15
・
19
～
23

神
の
箱
を
エ
ル
サ
レ
ム
に
返
す	

15
・
24
～
29

ホ
シ
ャ
イ
に
ア
ヒ
ト
ペ
ル
の
計
略
を
変
更
さ
せ
る　

15
・
10
～
37

ヂ
バ
、
ダ
ビ
デ
に
贈
物
を
お
く	

16
・
1
～
4

シ
メ
イ
、
ダ
ビ
デ
を
の
ろ
う	
16
・
5
～
14

ア
ブ
サ
ロ
ム
、
エ
ル
サ
レ
ム
を
占
領
し
、

　
ホ
シ
ャ
イ
、
ア
ブ
サ
ロ
ム
に
仕
え
る 
16
・
5
～
19

ア
ヒ
ト
ペ
ル
の
計
り
ご
と	

16
・
20
～
23

ア
ヒ
ト
ペ
ル
と
ホ
シ
ャ
イ	

17
・
1
～
14

ホ
シ
ャ
イ
、
ダ
ビ
デ
に
通
報
す
る　
17
・
15
～
23

ダ
ビ
デ
、
マ
ハ
ナ
イ
ム
に
至
る	

17
・
24
～
29

エ
フ
ラ
イ
ム
の
森
の
中
の
戦
い	

18
・
1
～
8

ア
ブ
サ
ロ
ム
の
死		



18
・
9
～
18

ヨ
ア
ブ
、
ダ
ビ
デ
を
諌
め
、
覚
ま
す 

19
・
1
～
8a

ダ
ビ
デ
、
エ
ル
サ
レ
ム
に
帰
る	

19
・
8b
～
43

シ
バ
の
反
乱			




20
・
1
～
26

シ
バ
、
反
旗
を
ひ
る
が
え
す	

20
・
1
～
3

ヨ
ア
ブ
、
ア
マ
サ
を
暗
殺
す
る	

20
・
4
～
13

シ
バ
の
死			




20
・
14
～
22

ダ
ビ
デ
王
宮
の
官
吏		



20
・
23
～
26

《
Ⅲ
》　
21
・
1
～
24
・
25　
追
加

こ
の
4
章
は
、
後
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
、
9
～
20
章
の
物
語
は
列
王
記
上
1
～
2
章
に
続
い
て
、
そ

こ
で
終
る
の
で
あ
る
。
編
者
は
、
ダ
ビ
デ
王
の
治
世
に
関
し
、
ほ
ぼ
記
し
終
わ
っ
た
が
、
更
に
加
え
る
べ

き
材
料
を
発
見
し
て
、
こ
れ
を
一
括
し
て
こ
こ
に
追
加
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

3
年
の
飢
饉			




21
・
1
～
14

ダ
ビ
デ
の
ペ
リ
シ
テ
人
に
対
す
る
戦
績　
21
・
15
～
22

感
謝
の
歌			




22
・
1
～
51　
詩
篇
18
篇
と
同
じ

苦
難
の
中
か
ら
神
に
呼
ば
わ
る	

22
・
1
～
7

神
の
顕
現			




22
・
8
～
16

救
い
は
義
し
き
者
に
与
え
ら
れ
る　
22
・
17
～
31
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神
が
力
と
成
功
の
源
で
あ
る
こ
と
を
讃
え
る　
22
・
32
～
46

讃
美
と
感
謝			




22
・
47
～
51

ダ
ビ
デ
の
最
後
の
言
葉		

23
・
1
～
7

ダ
ビ
デ
の
勇
士
の
人
名
録	

23
・
8
～
39

ダ
ビ
デ
の
３
勇
士		



23
・
8
～
12

ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
井
戸
の
水	

23
・
13
～
17

ア
ビ
シ
ャ
イ
と
ベ
ナ
ヤ
の
功
績	

23
・
18
～
23

30
人
の
人
名
録			




23
・
24
～
39

人
口
調
査
と
疫
病		


24
・
1
～
25

人
口
調
査			




24
・
1
～
9

人
口
調
査
に
対
す
る
罰		

24
・
10
～
17

ダ
ビ
デ
、
ア
ラ
ウ
ナ
の
打
ち
場
に
祭
壇
を
建
て
る　
24
・
18
～
25
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福音特別セミナー

福
音
特
別
セ
ミ
ナ
ー

２
０
１
３
年
６
月
「
キ
リ
ス
ト
召
団
の
使
命
と
課
題
」

２
０
１
３
年
６
月
１
～
２
日
（
御
殿
場
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
東
山
荘
）

主
題
の
趣
旨

小
池
辰
雄
先
生
が
、
先
生
の
信
仰
に
連
な
る
全
国
各
地
の
信
仰
の
群
れ
に
対
し
て
「
キ
リ
ス
ト
召
団
」

と
い
う
名
称
を
賦
与
し
、
共
通
の
目
標
と
相
互
の
連
携
・
協
力
の
も
と
に
福
音
の
伝
道
活
動
を
積
極
的
に

展
開
し
よ
う
と
さ
れ
た
の
は
１
９
８
０
年
で
あ
っ
た
。
先
生
の
集
会
は
最
初
、
武
蔵
野
幕
屋
と
称
し
て
い

た
が
、
手
島
郁
郎
氏
が
自
己
の
群
れ
を
「
幕
屋
」
と
称
し
て
大
々
的
な
宣
教
活
動
を
展
開
す
る
に
及
ん
で
、

幕
屋
に
代
え
て
「
召
団
」
な
る
名
称
を
用
い
、「
東
京
キ
リ
ス
ト
召
団
」
と
さ
れ
た
。
京
都
で
は
１
９
７
２

年
に
奥
田
が
独
立
の
集
会
を
始
め
た
が
、
１
９
７
３
年
の
夏
季
福
音
特
別
集
会
（
伊
豆
松
崎
）
に
お
い
て
、

集
会
名
を
「
京
都
キ
リ
ス
ト
召
団
」
と
称
す
る
に
つ
い
て
先
生
の
了
承
を
得
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
次

い
で
、
１
９
７
６
年
末
に
は
「
大
阪
キ
リ
ス
ト
召
団
」
が
誕
生
し
、
そ
の
後
、
埼
玉
、
裾
野
、
奈
良
の
各

キ
リ
ス
ト
召
団
が
続
き
、
１
９
８
０
年
に
は
6
召
団
が
存
在
し
た
。
先
生
は
こ
れ
ら
の
召
団
を
統
合
す
る

も
の
と
し
て
「
日
本
キ
リ
ス
ト
召
団
」
な
る
名
称
を
用
い
、
自
ら
は
そ
の
「
団
長
」
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、

各
召
団
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
の
存
在
で
あ
り
、「
日
本
キ
リ
ス
ト
召
団
」
の
支
部
も
し
く
は
支
配
下
団
体
で
は

な
い
こ
と
が
了
承
さ
れ
て
い
た
。
先
生
は
、こ
の
「
日
本
キ
リ
ス
ト
召
団
」
の
共
通
の
機
関
誌
と
し
て
、『
キ

リ
ス
ト
の
福
音
誌　
エ
ン
・
ク
リ
ス
ト
』（
主
筆　
小
池
辰
雄
）
を
発
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

以
上
が
、「
キ
リ
ス
ト
召
団
」
の
創
設
か
ら
先
生
の
召
天
に
至
る
ま
で
の
概
略
で
あ
る
が
、
我
々
は
、「
召

団
」
な
い
し
「
キ
リ
ス
ト
召
団
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
自
覚
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
具
体
的

に
は
、
次
の
各
点
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
が
明
確
で
な
い
と
、
我
々

は
自
ら
の
存
在
理
由
、
目
標
、
使
命
、
課
題
等
に
つ
い
て
、
他
人
か
ら
尋
ね
ら
れ
て
も
的
確
な
応
答
が
で

き
な
い
し
、
積
極
的
な
福
音
伝
道
活
動
を
実
践
す
る
上
で
も
方
向
が
定
ま
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。

１
、「
召
団
」
な
い
し
「
キ
リ
ス
ト
召
団
」
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
「
教
会
」、「
無
教
会
」

と
は
異
な
る
団
体
で
あ
る
と
す
れ
ば
、ど
の
点
で
異
な
る
の
か
。
組
織
や
形
態
、信
仰
箇
条
が「
教

会
」、「
無
教
会
」
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
「
第
三
の
形
態
、
信
仰
箇
条
」
を
唱
道
す
る
点
に
独

自
性
が
あ
る
の
か
。
小
池
先
生
は
ど
う
考
え
て
お
ら
れ
た
の
か
。
あ
な
た
自
身
は
、
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

２
、
小
池
先
生
は
、『
無
者
キ
リ
ス
ト
』『
無
の
神
学
』『
エ
ン・ク
リ
ス
ト
』『
キ
リ
ス
ト
告
白
録
』

に
お
い
て
、「
新
宗
教
改
革
」
を
唱
道
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
中
身
は
何
か
。「
新
宗
教
改
革
」

と「
召
団
」な
い
し「
キ
リ
ス
ト
召
団
」と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。
別
言
す
れ
ば
、「
新

宗
教
改
革
」
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
あ
ろ
う
と
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
諸
教
団
・
諸
教
会
だ
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ろ
う
と
、
い
ず
れ
の
信
仰
団
体
に
お
い
て
も
共
通
の
課
題
と
し
て
自
覚
的
に
受
容
す
べ
き
内
容
・

目
標
と
し
て
提
唱
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、「
召
団
」
な
い
し
「
キ
リ
ス
ト
召
団
」
だ
け
の
も

の
で
は
な
い
（
も
ち
ろ
ん
、「
召
団
」・「
キ
リ
ス
ト
召
団
」
の
中
心
課
題
・
シ
ン
ボ
ル
で
は
あ
る
が
）
と

い
う
こ
と
な
の
か
。

３
、
小
池
福
音
の
核
心
は
極
め
て
単
純
・
明
瞭
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
（
贖
罪
）
に
よ
り

「
無
」（
旧
き
我
の
死
、
自
我
か
ら
の
解
放
）
を
賜
り
、
そ
の
「
無
」
の
場
に
「
聖
霊
」（
キ
リ
ス
ト
の

永
遠
の
生
命
）
を
賜
る
。
こ
れ
は
、
全
て
神
・
キ
リ
ス
ト
の
賜
う
絶
対
恩
寵
で
あ
っ
て
、
我
々
の

方
は
十
字
架
の
キ
リ
ス
ト
の
中
へ
投
身
す
る
事
あ
る
の
み
。
祈
り
と
は
、
十
字
架
の
キ
リ
ス
ト

へ
の
投
身
と
い
う
激
し
い
内
的
行
為
で
あ
る
。
そ
こ
に
聖
霊
が
臨
み
賜
う
。
こ
れ
が
「
エ
ン
・

ク
リ
ス
ト
」

「
我
、
主
と
共
に
十
字
架
せ
ら
れ
た
り
、
も
は
や
我
生
く
る
に
非
ず
、
み
た
ま
の
キ
リ
ス
ト

わ
が
う
ち
に
生
き
給
う
な
り
」

の
根
源
的
現
実
の
事
態
で
あ
り
、
相
対
的
な
自
己
を
問
題
と
す
る
こ
と
は
不
要
。
こ
の
「
十
字
架
（
旧
き
我

の
死
）・
聖
霊
（
キ
リ
ス
ト
の
永
遠
の
生
命
）」
一
如
の
根
源
現
実
の
中
に
日
々
生
き
る
事
、

「
わ
が
言
は
霊
な
り
。
生
命
な
り
」

の
キ
リ
ス
ト
の
言
（
そ
の
証
言
で
あ
る
新
約
聖
書
お
よ
び
イ
ザ
ヤ
、
エ
レ
ミ
ヤ
な
ど
の
預
言
書
）
を
日
々
身
読
す

る
こ
と
、「
愛
す
る
」
と
は
人
を
救
い
上
げ
る
事
。
聖
霊
を
体
受
し
て
お
れ
ば
、
逆
境
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

逆
に
力
が
湧
く
。
絶
対
に
へ
こ
た
れ
な
い
。
人
生
の
目
標
は
神
・
キ
リ
ス
ト
讃
美
の
生
涯
を
貫
く
こ
と
で

あ
る
。

以
上
は
私
（
奥
田
）
の
小
池
福
音
の
理
解
で
あ
る
。
そ
し
て
先
生
自
身
は
、
そ
の
よ
う
な
生
き
方
を
貫
か

れ
た
。

上
記
の
小
池
福
音
の
理
解
を
前
提
と
し
た
と
き
、
次
の
よ
う
な
諸
点
（
問
題
）
に
対
し
て
は
、
ど
う
い
う

方
向
な
い
し
心
構
え
で
対
処
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

先
生
の
霊
的
次
元
に
到
達
し
て
い
な
い
者
た
ち
は
、
ひ
た
す
ら
、
先
生
と
同
次
元
に
到
達
す
る
事
を
め

ざ
し
て
努
力
す
る
ほ
か
は
な
く
、
そ
れ
以
外
の
事
は
、
す
べ
て
後
回
し
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
。

我
々
は
、
こ
の
世
（
現
世
）
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
個
人
的
な
こ
と
だ
け
を

取
り
上
げ
て
も
、
家
族
の
中
で
自
分
一
人
だ
け
が
キ
リ
ス
ト
信
者
に
な
っ
た
と
い
う
場
合
、
他
の
家
族
員

に
対
し
て
ど
う
接
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
同
様
な
こ
と
は
、
職
場
に
つ
い
て
も
言
え
る
。

ま
た
、
職
業
（
仕
事
）
と
信
仰
生
活
（
召
団
の
集
会
へ
の
出
席
、
伝
道
活
動
へ
の
協
力
な
ど
）
の
両
立
が
困
難

な
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
携
わ
る
仕
事
の
内
容
・
責
任
が
重
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
に
集
中
・
熱
中

す
る
こ
と
と
、上
記
の
よ
う
な
霊
的
に
高
次
元
の
福
音
の
体
得
（
聖
書
の
身
読
、投
身
の
祈
り
、集
会
へ
の
参
加
）

と
の
両
立
が
難
し
く
な
る
（
召
団
に
は
専
属
の
牧
師
は
い
な
い
。
代
表
者
も
普
通
に
こ
の
世
の
職
業
に
従
事
す
る

普
通
人
・
職
業
人
で
あ
る
）。
現
世
で
の
様
々
の
問
題
は
、「
聖
霊
を
い
た
だ
い
て
お
れ
ば
」「
聖
霊
の
力
と
智
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慧
で
」
自
ず
と
解
決
さ
れ
る
よ
、
と
い
う
こ
と
で
す
む
の
か
。
要
は
、
高
度
の
霊
的
・
宗
教
的
次
元
と
現

実
生
活
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
ど
う
対
処
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
す
べ
て
を
、
各
人
の
「
信
仰
」「
祈
り
」
に
委
ね
て
、

各
自
そ
れ
ぞ
れ
に
解
決
し
な
さ
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
ま
す
の
か
。

私
自
身
も
、
し
ば
し
ば
、
困
難
の
中
に
在
る
兄
弟
姉
妹
に
対
し
て
、

「
汝
ら
世
に
あ
り
て
は
患な
や
み難

あ
り
、
さ
れ
ど
雄
々
し
か
れ
、
我
す
で
に
世
に
勝
て
り
」

の
キ
リ
ス
ト
の
御
言
葉
を
も
っ
て
励
ま
し
て
き
た
。
聖
日
集
会
や
特
別
集
会
で
の
「
感
話
」「
証
言
」
に
お

い
て
、
各
人
の
現
実
生
活
の
中
で
、
直
面
し
た
問
題
・
課
題
や
困
難
を
主
が
ど
の
よ
う
に
導
き
、
道
を
開

い
て
下
さ
っ
た
か
、
つ
ま
り
、
日
常
生
活
（
家
族
の
中
で
、
職
場
に
お
い
て
、
自
分
の
負
わ
さ
れ
て
い
る
仕
事
や

責
務
の
遂
行
に
お
い
て
）
の
中
で
の
「
生
き
た
信
仰
」、
主
の
賜
っ
た
導
き
、
解
決
、
困
難
の
克
服
、
と
い
っ

た
具
体
的
な
証
言
が
乏
し
い
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。

次
世
代
へ
の
伝
達
、
継
承
の
視
点
の
欠
如

先
生
が
唱
道
さ
れ
、
貫
き
、
証
し
さ
れ
た
「
召
団
の
信
仰
」
は
、「
十
字
架
・
聖
霊
一
如
」
の
霊
的
・
天

国
的
事
態
を
「
永
遠
の
現
在
」
と
し
て
「
永
遠
の
生
命
」（
キ
リ
ス
ト
の
霊
生
）
の
中
で
日
々
を
生
き
る
事
、

こ
の
「
永
遠
の
生
命
」
を
他
人
に
分
か
ち
与
え
る
事
（
そ
れ
が
伝
道
で
あ
り
、「
人
を
愛
す
る
」
と
は
、「
人
を
救

い
上
げ
る
事
」）
に
徹
す
る
こ
と
が
全
て
で
あ
っ
て
、
先
生
が
天
に
召
さ
れ
た
後
、
各
キ
リ
ス
ト
召
団
が
ど
う

な
る
か
、と
り
わ
け「
東
京
キ
リ
ス
ト
召
団
」が
ど
う
継
承
さ
れ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
は
、私
の
知
る
限
り
、

表
面
的
に
は
、
何
も
言
わ
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
、「
冠
婚
葬
祭
」
の
問
題
に
つ
い
て
も
何
の
指
針
も
示

さ
れ
な
か
っ
た
。
日
本
人
の
家
庭
、
家
族
は
、「
冠
婚
葬
祭
」
問
題
、
と
り
わ
け
、
葬
儀
・
埋
葬
・
墓
地
・

供
養
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
宗
派
の
寺
と
か
神
社
へ
の
帰
属
意
識
が
（
平
常
時
に
は
無
関
心
で
あ
っ
て

も
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は
）
き
わ
め
て
強
い
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
方
々
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
点
で
の
安
心

感
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
小
池
先
生
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
「
無
頓
着
」
と
言
っ

て
い
い
ほ
ど
、
各
人
の
判
断
と
対
処
に
委
ね
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
東
京
キ
リ
ス
ト
召
団
は
も
と
よ
り
、

他
召
団
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
召
団
の
固
有
の
墓
地
を
持
つ
と
か
い
う
こ
と
は
、
全
く
関
心
の
外
だ
っ

た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
ご
く
普
通
に
は
、
信
仰
、
宗
教
、
と
い

う
こ
と
と
、
冠
婚
葬
祭
の
問
題
、
と
り
わ
け
先
祖
の
墓
と
自
分
の
か
か
わ
り
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
れ
ば

先
祖
の
墓
（
多
く
は
特
定
宗
派
の
寺
の
墓
）
と
は
別
の
独
自
の
墓
（
共
同
で
よ
い
）
に
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
を
望

む
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

極
言
す
れ
ば
、
先
生
に
と
っ
て
は
「
現
在
」「
永
遠
の
今
」
が
す
べ
て
で
あ
り
、
自
分
の
亡
き
あ
と
の
召

団
の
存
続
や
そ
の
形
態
（
誰
が
ど
の
よ
う
に
継
承
し
て
い
く
の
か
）
は
少
な
く
と
も
講
筵
や
文
字
に
お
い
て
見

る
限
り
、
関
心
の
外
だ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
も
し
も
、「
召
団
」
が
、「
教
会
」
で
も
「
無
教
会
」

で
も
な
い
、
第
三
の
新
し
い
「
信
仰
共
同
体
」
と
し
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
存
続
・
発
展
・
継
承
さ
れ
て

い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
当
然
に
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
「
継
承
」
の
在
り
方
（
少
な
く
と
も
、
ビ
ジ
ョ
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ン
に
お
い
て
）
が
示
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
問
い
か
け
は
、
再
び
、「
召
団
」

と
は
何
か
、
そ
の
独
自
の
存
在
理
由
は
い
ず
こ
に
あ
り
や
、
と
い
う
最
初
に
提
起
し
た
問
題
に
結
び
つ
く

こ
と
に
な
る
。

以
上
、
長
々
と
私
（
奥
田
）
の
問
題
関
心
―
―
召
団
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
は
関
心
の
薄
い
、
面
白
く
な

い
（
な
い
し
は
、
信
仰
の
本
質
と
は
別
の
低
次
元
の
ど
う
で
も
よ
い
）
問
題
か
も
し
れ
な
い
―
―
を
述
べ
た
が
、

ど
う
か
、
召
団
の
各
員
、
と
り
わ
け
「
長
（
代
表
）」
及
び
長
年
、
召
団
の
形
成
・
維
持
・
発
展
に
尽
力
し

て
こ
ら
れ
た
兄
弟
姉
妹
の
方
々
が
、
自
覚
的
に
こ
の
問
題
（
課
題
）
と
取
り
組
み
、
召
団
の
使
命
と
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
認
識
を
新
た
に
し
、
か
つ
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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―
―
キ
リ
ス
ト
の
無
者
」、

「
第
7
章　
オ
ー
ヘ
ル
・
エ
ク
レ
シ
ア
論
―
―
幕
屋
・
召
団
（
教
会
）
論
」、

「
第
13
章　
新
宗
教
改
革
」
の
「（
二
）
新
宗
教
改
革
―
―
終
末
論
的
展
望
」

そ
の
他
、
小
池
先
生
の
信
仰
告
白
の
骨
子
は
、『
キ
リ
ス
ト
告
白
録
』
の
随
所
に
表
れ
て
い
る
。

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、
こ
れ
ら
の
文
献
の
う
ち
、
近
づ
き
や
す
い
も
の
を
選
ん
で
、
少
し
で

も
自
ら
考
え
る
よ
う
に
努
め
て
い
た
だ
け
る
な
ら
ば
、
幸
い
で
す
。



2013：10/17 ２０１３年 7 月　夏季福音特別集会（京都）のご案内 ２０１３年 7 月 14 日（京都）

制作・著作：  HP「小池・奥田文庫」 ファイル名：PDF 奥田講話第 23 巻 作成 2024/09/09 出力 2025/07/03修正 2025/07/03

ご案内

ご
案
内

２
０
１
３
年
7
月　
夏
季
福
音
特
別
集
会
（
京
都
）
の
ご
案
内２

０
１
３
年
7
月
14
日
（
京
都
）

昨
年
の
充
実
し
た
夏
季
福
音
特
別
集
会
か
ら
１
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、６
月
１
日（
土
）・

２
日
（
日
）、
御
殿
場
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
東
山
荘
に
お
い
て
、「
キ
リ
ス
ト
召
団
の
使
命
と
課
題
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、

内
容
豊
か
な「
福
音
特
別
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
出
来
な
か
っ
た
方
々
に
も
、

事
前
の
配
布
資
料
（
宿
題
）
や
当
日
配
布
の
「
講
筵
骨
子
」
等
を
通
し
て
、
熱
気
に
満
ち
た
セ
ミ
ナ
ー
の
霊

気
に
触
れ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

今
年
の
夏
季
福
音
特
別
集
会
に
お
い
て
は
、
更
に
一
歩
を
進
め
、
集
会
員
一
人
ひ
と
り
が
、
独
立
独
歩

の
福
音
の
使
徒
と
し
て
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
の
証
し
人
と
し
て
、
堅
く
立
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
聖
書

の
神
髄
を
体
得
し
、
こ
れ
を
日
々
の
生
活
の
中
で
実
践
し
て
い
く
た
め
の
土
台
を
構
築
し
た
く
願
い
ま
す
。

聖
書
は
「
神
の
こ
と
ば
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
口
に
聖
書
と
言
っ
て
も
、
旧
約
聖
書
と
新
約
聖

書
と
で
は
、そ
の
性
格
は
か
な
り
異
な
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、新
約
聖
書
に
は
習
熟
す
る
こ
と
が
で
き
て
も
、

旧
約
聖
書
に
つ
い
て
は
量
的
に
も
、
内
容
的
に
も
、
こ
れ
を
読
み
こ
な
す
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
の
民
族
史
と
い
う
面
の
強
く
出
て
い
る
内
容
の
と
こ
ろ
は
、
私
た
ち
に
関
わ
り
は
な
い

の
で
は
な
い
か
、
と
さ
え
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
ど
こ
を
、
ど
の
よ
う
に
、
吸
収
す
れ
ば
よ
い
の
か
、

ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら
取
り
組
め
ば
よ
い
の
か
、
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
難
問
を
解
く
鍵
と
し
て
、

私
は
、
主
イ
エ
ス
の
言
葉

「
こ
の
聖
書
（
旧
約
聖
書
）
は
我
に
つ
き
て
証
し
す
る
も
の
な
り
。
然
る
に
汝
ら
生
命
を
得

ん
た
め
に
我
に
来
る
を
欲
せ
ず
。」（
ヨ
ハ
ネ
５
・
39
～
40
）

を
挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
新
約
の
光
で
旧
約
を
観
る
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
旧
約
の
事

蹟
や
神
に
従
っ
た
人
た
ち
（
ア
ブ
ラ
ハ
ム
、
イ
サ
ク
、
ヤ
コ
ブ
、
ヨ
セ
フ
、
モ
ー
セ
、
ヨ
シ
ュ
ア
等
）
の
足
跡
、

預
言
者
の
預
言
内
容
（
イ
ザ
ヤ
、
エ
レ
ミ
ヤ
、
エ
ゼ
キ
エ
ル
、
ア
モ
ス
、
ミ
カ
、
ホ
セ
ア
な
ど
）
が
新
約
聖
書
（
福

音
書
や
使
徒
書
簡
）
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
か
、
新
約
聖
書
の
な
か
に
ど
の
よ
う
に

流
れ
込
ん
で
い
る
か
、
を
知
れ
ば
、
そ
れ
を
手
掛
か
り
に
旧
約
聖
書
の
大
切
な
と
こ
ろ
（
私
た
ち
に
と
っ
て

の
霊
的
食
物
・
養
分
）
を
吸
収
し
、
私
た
ち
の
信
仰
の
揺
る
が
ぬ
土
台
を
体
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
の
実
践
（
実
験
）
と
し
て
、
今
回
の
特
別
集
会
に
お
い
て
、
新
約
聖
書
の
「
へ
ブ

ル
書
」（
ヘ
ブ
ラ
イ
人
へ
の
手
紙
）
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
書
に
お
い
て
は
、
旧
約
か
ら
の
引

用
が
、随
所
に
、沢
山
出
て
き
ま
す
。
特
別
集
会
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、ぜ
ひ
、引
用
の
旧
約
の
箇
所
（
詩
篇
、

出
エ
ジ
プ
ト
記
、
エ
レ
ミ
ヤ
書
、
創
世
記
）
を
探
し
出
し
、
そ
れ
に
当
た
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ぜ
ひ
、
主
体

的
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
私
の
希
望
と
し
て
は
、「
全
参
加
」
が
原
則
で
あ
る
こ
と
を
ご
了
解
い
た
だ

き
た
く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
夏
季
特
別
集
会
が
実
り
豊
か
な
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
、
参

加
者
お
一
人
お
一
人
の
祈
り
と
準
備
に
よ
る
ご
協
力
を
心
よ
り
待
望
い
た
し
ま
す
。



2013：11/17 ２０１３年８月　夏季福音特別集会　へブル書 ２０１３年８月 23 ～ 24 日（京都）

制作・著作：  HP「小池・奥田文庫」 ファイル名：PDF 奥田講話第 23 巻 作成 2024/09/09 出力 2025/07/03修正 2025/07/03

ご案内

２
０
１
３
年
８
月　
夏
季
福
音
特
別
集
会　
へ
ブ
ル
書

２
０
１
３
年
８
月
23
～
24
日
（
京
都
）

●●
Ⅰ　
理
解
の
た
め
の
手
引
き
（
引
用
聖
句
を
中
心
に
。
カ
ッ
コ
内
が
出
典
）

１・５
「
あ
な
た
は
わ
た
し
の
子
、
わ
た
し
は
今
日
、
あ
な
た
を
産
ん
だ
」（
詩
２・７
）

　
　
　
「
わ
た
し
は
彼
の
父
と
な
り
、
彼
は
わ
た
し
の
子
と
な
る
」（
サ
ム
エ
ル
下
７
・
14
）

１・６
「
神
の
天
使
た
ち
は
皆
、
彼
を
礼
拝
せ
よ
」（
詩
97
・
７
の
ギ
リ
シ
ャ
語
訳
）

１・７
「
神
は
、
そ
の
天
使
た
ち
を
風
と
し
、
…
…
」（
詩
104
・
４
の
ギ
リ
シ
ャ
語
訳
）

１・８
～
９
「
神
よ
、
あ
な
た
の
玉
座
は
永
遠
に
続
き
、
…
…
」（
詩
45
・
６
～
７
）

１
・
10
～
12
「
主
よ
、
あ
な
た
は
初
め
に
大
地
の
基
を
…
…
」（
詩
102
・
25
～
27
）

１
・
13
「
わ
た
し
が
あ
な
た
の
敵
を
…
…
」（
詩
110
・
１
）

２・６
～
８
「
あ
な
た
が
心
に
留
め
ら
れ
る
人
間
と
は
、
…
…
」（
詩
８・４
～
６
の
ギ
リ
シ
ャ

語
訳
）

２
・
12
「
わ
た
し
は
、
あ
な
た
の
名
を
…
…
」（
詩
22
・
23
）

２
・
13
「
わ
た
し
は
神
に
信
頼
し
ま
す
」「
こ
こ
に
、
わ
た
し
と
、
神
が
わ
た
し
に
与
え
て

下
さ
っ
た
子
ら
が
い
ま
す
」（
イ
ザ
ヤ
８
・
17
～
18
）

３・７
～
11
「
今
日
、
あ
な
た
た
ち
が
神
の
声
を
聞
く
な
ら
、
…
…
」（
詩
95
・
８
～
11
）

荒
れ
野
に
お
け
る
民
の
不
満
と
反
抗
に
つ
い
て
は
民
数
記
11
章
、
14
章
、
20
章
、
21
章
を
参
照
。

５・６
「
あ
な
た
こ
そ
永
遠
に
、
メ
ル
キ
ゼ
デ
ク
と
同
じ
よ
う
な
祭
司
で
あ
る
」（
詩
110
・
４
）

６
・
14
「
わ
た
し
は
必
ず
あ
な
た
を
祝
福
し
、
あ
な
た
の
子
孫
を
大
い
に
増
や
す
」（
創

22
・
16
～
18
）

８・５
「
見
よ
、
山
で
示
さ
れ
た
型
ど
お
り
に
、
す
べ
て
の
も
の
を
作
れ
」（
出
エ
ジ
プ
ト

25
・
40
）

８・８
～
12
「『
見
よ
、
わ
た
し
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
家
、
ま
た
ユ
ダ
の
家
と
、
新
し
い
契
約

を
結
ぶ
時
が
来
る
』
と
、
主
は
言
わ
れ
る
。
…
…
」（
エ
レ
ミ
ヤ
31
・
31
～
34
）

９
章　
地
上
の
聖
所
と
天
の
聖
所　
幕
屋
の
描
写
は
、
シ
ナ
イ
の
荒
れ
野
で
造
ら
れ
た
幕
屋
の
記
述
に

基
づ
く
。
出
エ
ジ
プ
ト
記
25
～
26
章
参
照
。「
燭
台
」
に
つ
い
て
は
同
25
・
31
～
39
、
37
・
17
～
24
。「
机
」

に
つ
い
て
は
同
25
・
23
～
28
、
37
・
10
～
15
、「
供
え
の
パ
ン
」
に
つ
い
て
は
同
25
・
30
、
参
照
。「
マ
ナ
」

に
つ
い
て
は
同
16
章
。
マ
ナ
の
入
っ
た
壺
の
こ
と
は
同
16
・
33
～
36
、「
芽
を
出
し
た
ア
ロ
ン
の
杖
」
に
つ

い
て
は
民
数
記
17
・
16
～
26
を
参
照
。

９
・
19
～
21
「
モ
ー
セ
の
降
り
注
い
だ
契
約
の
血
」（
出
エ
ジ
プ
ト
24
・
３
～
８
）
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10
・
５
～
７
「
あ
な
た
は
、
い
け
に
え
や
献
げ
物
を
望
ま
ず
、
…
…
」（
詩
40
・
７
～
９
）

10
・
30
「
復
讐
は
わ
た
し
の
す
る
こ
と
、
…
…
」（
申
命
記
32
・
35
～
36
）

10
・
37
～
38
「
も
う
少
し
す
る
と
、
来
る
べ
き
方
が
…
…
」（
ハ
バ
ク
ク
２・３
～
４
）

11
章　
本
章
は
、
旧
約
時
代
の
人
々
の
信
仰
を
称
賛
し
、
そ
の
模
範
を
歴
史
的
に
、
時
期
的
に
三
代
に

わ
た
っ
て
述
べ
る
説
教
の
よ
う
な
も
の
（
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
聖
書
の
注
解
）

（
1
）
太
祖
時
代　
ノ
ア
の
洪
水
以
前
と
、
そ
れ
に
続
く
時
代
に
お
け
る
太
祖
た
ち
の
信
仰
の
模
範
に
つ

い
て
（
1
～
22
節
。
ヨ
セ
フ
ま
で
）

（
2
）
モ
ー
セ
時
代　
モ
ー
セ
と
そ
の
後
継
者
ヨ
シ
ュ
ア
（
23
～
31
節
）

（
3
）
そ
の
後
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
大
人
物
の
時
代
、
即
ち
士
師
時
代
か
ら
マ
カ
バ
イ
時
代
に
至
る
期
間
の

人
物
の
信
仰
の
模
範
（
32
～
38
節
）

ア
ベ
ル	

創
4
・
4
～
11
、
マ
タ
イ
23
・
35

エ
ノ
ク	

創
5
・
18
～
24

ノ
ア	

創
6
・
8
～
9
・
24　

特
に
6
・
13
～
22
、
7
・
1
、
マ
タ
イ
24
・
37
～
39
、
第
1

ペ
テ
ロ
3
・
20
、
第
2
ペ
テ
ロ
2
・
5

ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
そ
の
生
涯　
創
12
～
25
章
、
同
12・1
～
４
（
旅
立
ち
）、
22・1
～
19
（
イ
サ
ク
を
献
げ
る
。

ヤ
コ
ブ
書
2
・
21
、
ロ
ー
マ
書
4
・
17
）

イ
サ
ク	

ヤ
コ
ブ
と
エ
サ
ウ
に
対
す
る
祝
福　
創
27
・
27
～
29
、
同
27
・
39
～
40

ヤ
コ
ブ	

子
ど
も
た
ち
を
祝
福
し
、
神
を
礼
拝
す
る　
創
48
・
15
～
16

ヨ
セ
フ	

臨
終
の
と
き
…
…　
創
50
・
24
～
25　
出
エ
ジ
プ
ト
13
・
19

モ
ー
セ	

出
エ
ジ
プ
ト
1
・
15
～　
男
児
殺
害
の
命
令

		


同
2
・
1
～　
モ
ー
セ
の
生
い
立
ち
、
結
婚

		


同
3
・
1
～　
モ
ー
セ
の
召
命　

11
・
26
「
キ
リ
ス
ト
の
ゆ
え
に
受
け
る
あ
ざ
け
り
」
に
い
う
「
キ
リ
ス
ト
（
メ
シ
ヤ
）」
は
「
神

の
民
イ
ス
ラ
エ
ル
」
を
指
す
（
詩
89
・
51
～
52
）。

11
・
27
～
28
「
過
越
の
食
事
と
血
」　
出
エ
ジ
プ
ト
12
・
21
～
30

11
・
29
「
紅
海
を
渡
る
」		

出
エ
ジ
プ
ト
14
・
15
～
31

11
・
30
「
エ
リ
コ
の
城
壁
」	

ヨ
シ
ュ
ア
記
6
・
2
～
21

11
・
31
「
娼
婦
ラ
ハ
ブ
」		

ヨ
シ
ュ
ア
記
2
章
全
体
。
引
用
箇
所
は
2
・
8
～
14

11
・
32
「
ギ
デ
オ
ン
」		



士
師
6
・
11
～
8
・
31

　
　

  　
「
バ
ラ
ク
」		



同
4
・
6
～
5
・
31

　
　

  　
「
サ
ム
ソ
ン
」		



同
13
～
16
章

　
　

  　
「
エ
フ
タ
」		



同
11
・
1
～
12
・
7

　
　

  　
「
ダ
ビ
デ
」		



サ
ム
エ
ル
記
上
16
・
1
～
列
王
記
上
2
・
10
、



2013：13/17 ２０１３年８月　夏季福音特別集会　へブル書 ２０１３年８月 23 ～ 24 日（京都）

制作・著作：  HP「小池・奥田文庫」 ファイル名：PDF 奥田講話第 23 巻 作成 2024/09/09 出力 2025/07/03修正 2025/07/03

ご案内

　
　

  　
「
サ
ム
エ
ル
」		



同
1
・
1
～
25
・
1

11
・
33
「
ラ
イ
オ
ン
の
口
を
ふ
さ
ぎ
」	

ダ
ニ
エ
ル
書
6
・
22
～
23

11
・
34
「
燃
え
盛
る
火
を
消
し
」		

同
３
・
22
～
25

奥
田
の
感
想
：
ダ
ニ
エ
ル
書
は
感
動
的
な
物
語
。
ぜ
ひ
、
こ
の
際
、
1
章
～
6
章
を
通
読
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

11
・
35
「
女
た
ち
は
死
ん
だ
身
内
を
…
…
」	

列
王
記
上
17
・
17
～
24
（
エ
リ
ヤ
に
よ
る
奇
跡
）、

列
王
記
下
4
・
25
～
37
（
エ
リ
シ
ャ
に
よ
る
奇
跡
。
4
・
8
～
は
シ
ュ
ネ
ム
の
女
の
物
語
）

11
・
36
「
鎖
に
つ
な
が
れ
、
投
獄
さ
れ
る
」	

エ
レ
ミ
ヤ
20
・
2
、
37
・
15
～
16
、
38
・
6
、

列
王
記
上
22
・
24
～
28
（
預
言
者
ミ
カ
ヤ
の
受
難
）

11
・
37
「
石
で
打
ち
殺
さ
れ
」	

歴
代
誌
下
24
・
20
～
21
（
祭
司
ヨ
ヤ
ダ
の
子
ゼ
カ
ル
ヤ
の
受
難
）。

「
の
こ
ぎ
り
で
引
か
れ
」		

ユ
ダ
ヤ
教
の
伝
説
で
は
イ
ザ
ヤ
の
受
難
の
様
。

「
剣
で
切
り
殺
さ
れ
」		



列
王
記
上
19
・
10
（
エ
リ
ヤ
以
外
の
主
の
預
言
者
）、
エ
レ
ミ
ヤ

26
・
23
（
預
言
者
ウ
リ
ヤ
の
死
）。

「
羊
の
皮
や
山
羊
の
皮
を
着
て
放
浪
し
」	

列
王
記
下
1
・
8
（
エ
リ
ヤ
）。

「
さ
ま
よ
い
歩
き
ま
し
た
」	

列
王
記
上
19
・
3
～
8
（
エ
リ
ヤ
）

11
・
38
「
岩
穴
（
洞
穴
）、
地
の
割
れ
目
」　
列
王
記
上
18
・
4
、

列
王
記
上
18
・
13
（
ア
ハ
ブ
の
宮
廷
長
オ
バ
ド
ヤ
が
預
言
者
を
洞
穴
に
か
く
ま
い
、
養
う
）、

列
王
記
上
19
・
9
（
イ
ゼ
ベ
ル
に
命
を
狙
わ
れ
、
荒
れ
野
に
入
り
、
更
に
一
日
の
道
の
り
を
歩
き
続
け

た
エ
リ
ヤ
は
、1
本
の
え
に
し
だ
の
木
の
下
に
来
て
座
り
、自
分
の
命
が
絶
え
る
の
を
願
っ
て
言
っ
た
。「
主

よ
、
も
う
十
分
で
す
。
わ
た
し
の
命
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。」
横
に
な
っ
て
眠
っ
た
エ
リ
ヤ
を
天
使
が
助

け
る
。
パ
ン
菓
子
と
水
を
与
え
、
励
ま
す
。
そ
の
食
べ
物
に
力
づ
け
ら
れ
た
彼
は
、
40
日
40
夜
歩
き
続
け
、

つ
い
に
神
の
山
ホ
レ
ブ
に
着
い
た
。
エ
リ
ヤ
は
そ
こ
に
あ
っ
た
洞
穴
に
入
り
、
夜
を
過
ご
し
た
。
見
よ
、

そ
の
と
き
、
主
の
言
葉
が
あ
っ
た
。「
エ
リ
ヤ
よ
、
こ
こ
で
何
を
し
て
い
る
の
か
。」）

奥
田
の
感
想
：
19
・
1
～
9
の
こ
の
く
だ
り
は
、
胸
に
迫
る
も
の
が
あ
る
。
あ
の
偉
大
な
預
言
者
エ
リ

ヤ
に
し
て
、
こ
の
苦
し
み
！　
顧
み
た
も
う
神
の
も
と
で
の
、
そ
れ
も
神
へ
の
信
を
貫
い
た
が
ゆ
え
の
迫

害
の
中
で
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
も
エ
リ
ヤ
は
苦
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
は
！　
主
イ
エ
ス
の
苦
難

の
御
生
涯
を
先
取
り
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
信
仰
を
貫
く
と
は
、こ
う
い
う
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
を
、

我
々
は
十
分
に
認
識
し
、
覚
悟
す
べ
き
だ
、
と
思
う
。

12
・
5
～
6
「
わ
が
子
よ
、
…
…
」（
箴
言
3
・
11
～
12
）

12
・
15
「
苦
い
根
」（
申
命
記
29
・
17b
）

12
・
16
～
17　
エ
サ
ウ
の
こ
と
（
創
27
・
30
～
40
）

12
・
18
～
21　

シ
ナ
イ
山
で
の
出
来
事
（
出
エ
ジ
プ
ト
19
・
16
～
18
、
20
・
18
～
21
、
申
命
記
4
・

10
～
12
、
5
・
23
～
26
）

12
・
26
「
わ
た
し
は
も
う
一
度
、
地
だ
け
で
は
な
く
天
を
も
…
…
」（
ハ
ガ
イ
2
・
6
、
2
・
21
）
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12
・
29
「
わ
た
し
た
ち
の
神
は
、
焼
き
尽
く
す
火
」	

（
申
命
記
4
・
24
）

13
・
6
「
主
は
わ
た
し
の
助
け
手
。
…
…
」	

（
詩
118
・
6
）

●●
Ⅱ　
へ
ブ
ル
書
の
要
点

「
旧
約
」の
世
界（
霊
的
次
元
）
に
対
す
る「
新
約
」の
世
界（
霊
的
次
元
）
の
素
晴
ら
し
さ（
優
位
性
）
を
様
々

な
視
点（
角
度
）か
ら
論
証
し
、ク
リ
ス
チ
ャ
ン（
キ
リ
ス
ト
信
者
）は
絶
対
的
に
キ
リ
ス
ト
に
帰
依
し
、全
托
し
、

キ
リ
ス
ト
一
筋
に
貫
き
、キ
リ
ス
ト
を
賜
っ
た
神
の
愛
の
御
旨
（
御
心
）
に
応
え
る
べ
き
で
あ
る
、と
奨
め
る
。

ま
ず
、
1
章
の
冒
頭
に
お
い
て
、
神
は
御
子
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
世
界
を
創
造
さ
れ
た
こ
と
、
御
子
は

神
の
栄
光
の
反
映
で
あ
り
、
神
の
本
質
の
完
全
な
現
れ
で
あ
り
、
万
物
を
御
自
分
の
力
あ
る
言
葉
に
よ
っ

て
支
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。
つ
ま
り
、
神
に
と
っ
て
、
宇
宙
に
と
っ
て
、
我
々
人
間
に
と
っ
て
、

御
子
キ
リ
ス
ト
が
中
心
で
あ
り
、
究
極
な
る
お
方
に
し
て
全
き
救
い
主
で
あ
る
こ
と
を
高
ら
か
に
謳
い
あ

げ
る
。

以
下
に
お
い
て
は
、「
旧
約
」
と
「
新
約
」
の
対
比
が
い
く
つ
か
の
主
題
に
お
い
て
な
さ
れ
る
が
、
根
底

に
あ
る
の
は
、
上
に
述
べ
た
点
だ
と
い
う
こ
と
を
常
に
想
起
し
て
ほ
し
い
。

１
、
御
子
は
天
使
（
御
使
い
）
に
ま
さ
る
（
1
章
）

当
時
、
旧
約
の
律
法
の
仲
介
者
は
御
使
い
た
ち
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
新
し
い
契
約
の
仲
介
者
は
、

御
使
い
よ
り
も
は
る
か
に
す
ぐ
れ
た
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
、
へ
ブ
ル
書
（
の
著
者
）
は
証
明
す
る
。
そ

の
た
め
に
、
キ
リ
ス
ト
と
御
使
い
を
3
点
に
お
い
て
比
較
す
る
。

①
イ
エ
ス
は
御
子
で
あ
り
、
御
使
い
た
ち
は
彼
を
礼
拝
す
る
者
で
あ
る
（
1
・
5
～
6
）。

②
御
使
い
は
神
の
僕
し
も
べに
す
ぎ
な
い
が
、
御
子
は
神
で
あ
り
、
支
配
者
で
あ
り
、
造
り
主
で
あ
り
、

永
遠
な
る
も
の
で
あ
る
（
1
・
7
～
12
）。

③
御
使
い
は
奉
仕
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
御
子
は
勝
利
者
で
あ
り
王
で
あ

る
（
1
・
13
～
14
）。

2
、
イ
エ
ス
は
モ
ー
セ
に
ま
さ
る
（
3
・
1
～
6
）

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
第
二
コ
リ
ン
ト
3
・
６
～
18
を
ぜ
ひ
、
読
む
よ
う
に
。

3
、
救
い
主
で
あ
り
、
偉
大
な
大
祭
司
で
あ
る
イ
エ
ス
（
2
・
5
～
18
、
4
・
14
～
5
・
10
、
6
・
20
～
8
・

6
）2

・
9
で
は
、

　
「
イ
エ
ス
が
、
死
の
苦
し
み
の
ゆ
え
に
、『
栄
光
と
栄
誉
の
冠
を
授
け
ら
れ
た
』
の
を
み

て
い
ま
す
。
神
の
恵
み
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
人
の
た
め
に
死
ん
で
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
」

と
述
べ
、
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「
多
く
の
子
ら
を
栄
光
へ
と
導
く
た
め
に
、
彼
ら
の
救
い
の
創
始
者
（
イ
エ
ス
）
を
数
々

の
苦
し
み
を
通
し
て
完
全
な
者
と
さ
れ
た
の
は
、
万
物
の
目
標
で
あ
り
源
で
あ
る
方
（
イ

エ
ス
）
に
、
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
」（
２
・
10
）

と
い
う
。
そ
し
て
、
2
・
14
～
18
で
は
、
イ
エ
ス
は
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
肉
の
体
（
血
肉
）
を
備
え
、
同

じ
よ
う
な
苦
し
み
を
味
わ
っ
て
下
さ
っ
た
こ
と
、

　
「
ご
自
身
、
試
練
を
受
け
て
苦
し
ま
れ
た
か
ら
こ
そ
、
試
練
を
受
け
て
い
る
人
た
ち
を
助

け
る
こ
と
が
お
で
き
に
な
る
の
で
す
。」

と
の
慰
め
に
満
ち
た
言
葉
が
語
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
5
・
7
～
10
。
ピ
リ
ピ
書
2
・
6
～
11
。
讃
美
歌

312
。４

、「
旧
約
」
の
祭
儀
、贖
罪
の
儀
式
と
「
新
約
」
に
お
け
る
イ
エ
ス
に
よ
る
永
遠
の
完
全
な
贖
罪
（
救
い
）

神
の
僕
し
も
べと
し
て
モ
ー
セ
は
神
の
お
告
げ
通
り
に
礼
拝
の
規
定
と
幕
屋
（
第
一
の
幕
屋
：
聖
所
と
第
二
の
幕
屋
：

至
聖
所
）
を
設
け
、
祭
司
た
ち
に
よ
る
礼
拝
、
供
え
物
と
犠
牲
の
献
げ
も
の
を
供
す
る
儀
式
が
行
わ
れ
、
特

に
年
に
一
度
だ
け
は
大
祭
司
が
第
二
の
幕
屋
（
至
聖
所
）
に
入
っ
て
贖
罪
の
儀
式
が
執
行
さ
れ
た
。
9
章
～

10
章
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
大
切
な
こ
と
は
、
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
厳
粛
な
祭
儀
・
儀
式
に
よ
っ

て
も
人
間
の
本
性
（
罪
）
の
浄
化
に
は
全
く
役
立
た
ず
、
無
力
で
あ
る
こ
と
、

こ
れ
ら
は
、
後
に
来
た
る
べ
き
イ
エ
ス
に
よ
る
全
き
永
遠
の
贖
い
（
贖
罪
）
の
前
表
（
ひ
な
形
）
に
す
ぎ

な
い
こ
と
。

　
「
律
法
に
は
、
や
が
て
来
る
良
い
こ
と
の
影
が
あ
る
ば
か
り
で
、
そ
の
も
の
の
実
体
は
あ

り
ま
せ
ん
。」（
10
・
１
）

を
示
す
。
キ
リ
ス
ト
は

　
「
世
の
終
わ
り
に
た
だ
一
度
、
御
自
身
を
い
け
に
え
と
し
て
献
げ
て
罪
を
取
り
去
る
た
め

に
、
現
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。」（
９
・
26
）

　
「
第
二
の
も
の
を
立
て
る
た
め
に
、
最
初
の
も
の
を
廃
止
さ
れ
る
の
で
す
。
こ
の
御
心
に

基
づ
い
て
、
た
だ
一
度
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
体
が
献
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
わ
た
し

た
ち
は
聖
な
る
者
と
さ
れ
た
の
で
す
。」（
10
・
９
～
10
）

　
「
キ
リ
ス
ト
は
、
罪
の
た
め
に
唯
一
の
い
け
に
え
を
献
げ
て
、
永
遠
に
神
の
右
の
座
に
着

き
、
そ
の
後
は
、
敵
ど
も
が
御
自
分
の
足
台
と
な
っ
て
し
ま
う
ま
で
、
待
ち
続
け
て
お
ら

れ
る
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
キ
リ
ス
ト
は
唯
一
の
献
げ
物
に
よ
っ
て
、
聖
な
る
者
と
さ
れ

た
人
た
ち
を
永
遠
に
完
全
な
者
と
な
さ
っ
た
か
ら
で
す
。」（
10
・
12
～
14
）

以
上
の
へ
ブ
ル
書
の
叙
述
と
同
内
容
を
述
べ
て
い
る
の
が
、
コ
ロ
サ
イ
書
２
・
6
～
23
で
す
。

５
、「
旧
約
」
の
律
法
の
世
界
と
「
新
約
」
の
御
霊
の
世
界

モ
ー
セ
が
「
旧
約
」
の
世
界
の
代
表
者
で
あ
る
と
す
れ
ば
、キ
リ
ス
ト
は
「
旧
約
」
の
世
界
に
生
ま
れ
、「
旧
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約
」の
軛
を
背
負
い
な
が
ら
、新
し
い「
新
約
」の
世
界
を
切
り
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
ヘ
ブ
ル
書
は
、

　
「
こ
の
祭
司
（
イ
エ
ス
）
は
、
肉
の
掟
の
律
法
に
よ
ら
ず
、
朽
ち
る
こ
と
の
な
い
命
の
力

に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
」（
７
・
16
）

と
言
い
、　

「
そ
の
結
果
、
一
方
で
は
、
以
前
の
掟
（
モ
ー
セ
の
律
法
）
が
、
そ
の
弱
く
無
益
な
た
め

に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
―
―
律
法
が
何
一
つ
完
全
な
も
の
に
し
な
か
っ
た
か
ら
で
す
―
―

し
か
し
、
他
方
で
は
、
も
っ
と
優
れ
た
希
望
（
イ
エ
ス
の
こ
と
。
イ
エ
ス
に
よ
る
新
し
い
契
約
）

が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
希
望
に
よ
っ
て
神
に
近
づ
く
の
で
す
。」

（
７
・
18
～
19
）

と
宣
言
す
る
。
こ
の
新
し
い
契
約
に
つ
い
て
は
、
8
・
6
～
13
に
お
い
て
、
エ
レ
ミ
ヤ
書
31
・
31
～
34
を
引

用
す
る
。　

「
来
る
べ
き
日
に
、
わ
た
し
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
家
と
結
ぶ
契
約
は
こ
れ
で
あ
る
、
と
主
は

言
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
た
し
の
律
法
を
彼
ら
の
胸
の
中
に
授
け
、
彼
ら
の
心
に
そ
れ

を
記
す
。
わ
た
し
は
彼
ら
の
神
と
な
り
、
彼
ら
は
わ
た
し
の
民
と
な
る
。」（
同
31
・
33
）

と
。
つ
ま
り
、「
旧
約
」
に
お
い
て
は
外
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
「
神
の
律
法
」
が
「
新
約
」
に
お

い
て
は
内
面
化
さ
れ
、
心
に
お
い
て
、
霊
に
お
い
て
、
神
・
キ
リ
ス
ト
と
の
真
の
結
合
が
成
就
す
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
こ
そ
、
ロ
ー
マ
書
の
大
切
な
主
題
の
一
つ
で
あ
り
、「
律
法
の
義
」
か
ら
「
信
仰
の
義
」
へ
の

転
換
、「
罪
と
死
の
法
」
か
ら
「
命
の
御
霊
の
法
」
へ
の
、
恵
み
に
よ
る
大
転
換
な
の
で
あ
る
。
へ
ブ
ル
書

で
は
残
念
な
が
ら
、
ま
だ
、「
聖
霊
の
世
界
」（
ロ
ー
マ
書
、
ガ
ラ
テ
ヤ
書
、
エ
ペ
ソ
書
、
コ
ロ
サ
イ
書
）
が
展

開
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
旧
約
」
か
ら
「
新
約
」
へ
の
転
換
の
過
渡
期
と
も
み
ら
れ
、「
旧
約
」
か
ら
「
新
約
」

へ
の
橋
渡
し
を
宣
言
す
る
書
と
し
て
の
役
割
を
十
分
に
果
た
し
て
い
る
、
と
観
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

6
、
信
仰
と
は
。
信
仰
の
貫
き
、
必
要
な
忍
耐
、
神
の
賜
う
試
練

10
章
19
節
か
ら
本
書
の
終
わ
り
ま
で
は
、
苦
難
と
試
練
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
、
な
お
確
固
た
る
信
仰
を

貫
き
、勝
利
す
る
よ
う
に
と
の
、熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
語
ら
れ
て
い
る
。
印
象
的
な
個
所
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、

　
「
35
さ
れ
ば
大
な
る
報
い
を
受
く
べ
き
汝
ら
の
確
信
を
投
げ
す
つ
な
。
36
神
の
御
意
を
行

い
て
約
束
の
も
の
を
受
け
ん
た
め
に
必
要
な
る
は
忍
耐
な
り
。
37
『
い
ま
暫
く
せ
ば
、
来

る
べ
き
者
き
た
ら
ん
、
遅
か
ら
じ
。
38
我
に
属つ

け
る
義
人
は
、
信
仰
に
よ
り
て
活
く
べ
し
。

も
し
退
か
ば
、
わ
が
心
こ
れ
を
喜
ば
じ
』
39
然
れ
ど
我
ら
は
退
き
て
滅
亡
に
至
る
者
に
あ

ら
ず
、
霊
魂
を
得
る
に
至
る
信
仰
を
保
つ
者
な
り
。」（
10
・
35
～
39
文
語
訳
）

　
「
13
こ
の
人
た
ち
は
皆
、
信
仰
を
抱
い
て
死
に
ま
し
た
。
約
束
さ
れ
た
も
の
を
手
に
入
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
は
る
か
に
そ
れ
を
見
て
喜
び
の
声
を
あ
げ
、
…
…
16
…
…
彼
ら
は
更

に
ま
さ
っ
た
故
郷
、
す
な
わ
ち
天
の
故
郷
を
熱
望
し
て
い
た
の
で
す
。
…
…
神
は
、
彼
ら

の
た
め
に
都
を
準
備
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。」（
11
・
13
～
16
）
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「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
昨
日
も
今
日
も
永
遠
ま
で
も
変
わ
り
給
う
こ
と
な
し
。」（
11
・

８
文
語
訳
）

　
「
12
そ
れ
で
、
イ
エ
ス
も
ま
た
、
御
自
分
の
血
で
民
を
聖
な
る
者
と
す
る
た
め
に
、
門
の

外
で
苦
難
に
遭
わ
れ
た
の
で
す
。
13
だ
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
は
、
イ
エ
ス
が
受
け
ら
れ
た

辱
め
を
担
い
、
宿
営
の
外
に
出
て
、
そ
の
み
も
と
に
赴お
も
むこ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
14
わ

た
し
た
ち
は
こ
の
地
上
に
永
続
す
る
都
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
来
る
べ
き
都
を
探
し
求
め
て

い
る
の
で
す
。
15
だ
か
ら
、
イ
エ
ス
を
通
し
て
賛
美
の
い
け
に
え
、
す
な
わ
ち
御
名
を
た

た
え
る
唇
の
実
を
、
絶
え
ず
神
に
献
げ
ま
し
ょ
う
。
16
善
い
行
い
と
施
し
と
を
忘
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
こ
の
よ
う
な
い
け
に
え
こ
そ
、
神
は
お
喜
び
に
な
る
の
で
す
。」（
13
・
12
～

16
）

以
上
の
奨
め
と
共
通
す
る
の
は
、
ピ
リ
ピ
書
3
・
20
～
21

　
「
20
我
ら
の
国
籍
は
天
に
在
り
、
我
ら
は
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
救
主
と
し
て
其
の
処

よ
り
来
り
給
う
を
待
つ
。
21
彼
は
万
物
を
己
に
服し
た
がわ
せ
得
る
能
力
に
よ
り
て
、
我
ら
の
卑

し
き
状さ
ま
の
体
を
化
え
て
、
己
が
栄
光
の
体
に
象か
た
どら
せ
給
わ
ん
。」（
ピ
リ
ピ
３
・
20
～
21
）

コ
ロ
サ
イ
書
3
・
1
～
4

　
「
1
汝
ら
…
…
上
に
あ
る
も
の
を
求
め
よ
、
…
…
2
上
に
あ
る
も
の
を
念お
も

い
、
地
に
あ
る

も
の
を
念
う
な
。
3
汝
ら
は
死
に
た
る
者
に
し
て
、
其
の
生い
の
ち命

は
キ
リ
ス
ト
と
と
も
に
神

の
中
に
隠
れ
在
れ
ば
な
り
。
4
我
ら
の
生
命
な
る
キ
リ
ス
ト
の
現
れ
給
う
と
き
、
汝
ら
も

之
と
と
も
に
栄
光
の
う
ち
に
現
れ
ん
。」（
コ
ロ
サ
イ
３・１
～
４
）

ま
た
、
霊
的
戦
い
に
つ
い
て
は
、
エ
ペ
ソ
書
６
・
10
～
20
を
参
照
の
こ
と
。
試
練
に
お
け
る
忍
耐
に
つ

い
て
は
、
ヤ
コ
ブ
書
1
・
1
～
18
、
ペ
テ
ロ
第
一
書
4
・
12
～
14
。


